
www.ktqmm.jp
〒802-0001 北九州市小倉北区浅野2-14-5
あるあるCity5階 [JR小倉駅新幹線口徒歩3分]

093-512-5077[11:00～19:00/火曜休]

開館 午前11時～午後7時（最終入場 午後6時30分） 毎週火曜休館（9/22・11/3は開館、9/24は振替休館）
観覧料[税込] 一般 500円(400円) 中・高生 300円(240円) 小学生 150円(120円) 　

主催  北九州市漫画ミュージアム　特別協力  玄光社、フリースタイル

※（　）は30名以上の団体（お一人様料金）　※小学生未満は無料
※ 障がい者手帳等をお持ちの方と付き添いの方１名までは入館無料

Ｃ Eguchi Hisashi○

2015/9/19 Sat.→11/3 Tue. 北九州市漫画ミュージアム 企画展示室
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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高見女声コーラス（第16回） 混声コーラス･ソレイユ（第2回） 合同演奏会
光のとおりみち、落葉松、旅立ちの日に、ふるさと、花は咲く ほか 23㈬㈷ 14:30 ￥1000 高見女声コーラス、混声コーラス･ソレイユ

093（582）8211【渡邊】※全席自由

響ホール提携事業
三響の調和
榎本裕子[フルート]、関原弘二[チェロ]、早川恵美[ピアノ･チェンバロ]

25㈮ 19:00
一般 ￥1500

学生（小～大学生） ￥1000 三響の調和実行委員会事務局
080（2697）2874※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

第69回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選 26㈯～
27㈰

10:30
（予定）

一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】※対象：小学生以上　※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

柿右衛門と鍋島
日本各地へ、そして世界へ進出した柿右衛門と鍋島の魅力を紹介。 6/26㈮～9/13㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 6㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）670013:00
１
階

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

門司区文化祭・第65回門司区民美術展 3㈭～9㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※9㈬は15:00まで

正八幡宮天井絵馬を描く「中野紀三郎絵画展」 12㈯～27㈰ 無　料

写真クラブ高見　写真展 9/29㈫～10/5㈪ 無　料
※29㈫は12:00から、10/5㈪は16:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ

5㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151近藤タケユキジャズライブ 21㈪㈷ 18:00

門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
歌のつどい交流発表会
直江歌謡教室カラオケ発表会 20㈰ 9:30 無　料 直江歌謡教室

093（341）3103大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロミュージックフェスティバル
三島紀也＆ニュースクランブル、L.P.S、トレジャーボックス　他

19㈯
14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

20㈰
23㈬㈷

KAWAMURA BAND in 門司港
オープニングアクト：Hi-FLeX 22㈫㈷ 15:00 一般 ￥2500

※当日￥500円増

２
階

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

二胡コンサート
帯金真理子、谷口淑子 13㈰ 13:00～

15:00
￥500

（コーヒー・菓子付）
北九州市立東部勤労婦人センター

（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上

音
楽
室

第69回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選 19㈯～
21㈪㈷

10:30
（予定）

一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】※対象：小学生以上　※全席自由

第20回 九州ハンドベルフェスティバル（北九州大会） 22㈫㈷ 12:30 無　料 日本ハンドベル連盟九州支部
093（571）7381【小田】フローラル･ベルクワイア、ベルみゅうず ほか20団体 ※全席自由

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

北九州市東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

月

障

障

障

福岡県立小倉南高等学校吹奏楽部　創立110周年記念定期演奏会 4㈮ 14:00 無　料 福岡県立小倉南高等学校
093（921）2293

九州交響楽団　第59回北九州定期演奏会 5㈯ 15:00
14:00開場

一般 ￥3700 九響チケットサービス
092（823）0101※対象：小学生以上

真弓バレエスクール50周年感謝祭 6㈰ 16:00 無　料 真弓バレエスクール事務局
093（881）6569

第5回全日本高等学校チームダンス選手権大会（九州予選） 19㈯ 13:00 ￥1000

第5回全日本高等学校チームダンス選手権大会（全国決勝大会） 20㈰ 13:00 ￥1000

一般社団法人全日本高等学校
ダンス連盟事務局
080（9143）0050

オペラ「カルメン」日本語公演 22㈫㈷ 18:30 一般 ￥3000 北九州オペラプラザ事務局
093（931）5037【大塚】

第50回年長者の祭典 25㈮ 13:00
12:00開場 ※要事前申込

保健福祉局高齢者支援課
093（582）2407

23㈬㈷ 14:00 ※当日￥500増

北九州歌謡フェスタ 27㈰ 10:15
10:00開場

無　料

無　料 カラオケチャンピオン
093（583）1991

北九州市民劇場９月例会　文化座「獅子」

5㈯ 18:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

6㈰ 7㈪ 13:30
8㈫ 12:00
9㈬ 18:30

10㈭～12㈯ 13:30 ※市民劇場会員でない方はお問合せください

北九州子ども劇場９月高学年部例会「新・動物農場」（人形劇団クラルテ） 23㈬㈷
14:00 会　費 北九州子ども劇場

093（884）383418:00 ※対象：小学生以上
※子ども劇場会員でない方はお問合せください

加藤えりなヴァイオリンリサイタル 4㈮ 18:30 一般 ￥3000
大学生以下 ￥1500

Concert  Ktem
080（3462）0940

REAL（リアル） 5㈯ 16:00 一般 ￥2500 リアル・ロック・プロジェクト
090（7397）6635【村口】

ダンスダイブウィーク「ショーケース」
今見てほしい旬のダンスが勢ぞろい！貴方のお気に入りを見つけませんか？

19㈯
14:00

一般 ￥2000
ユース（24歳以下） ￥1000 北九州芸術劇場

093（562）265520㈰ ※対象：小学生以上
※両日アフタートークあり

谷　昂登ピアノリサイタル 23㈬㈷ 14:00 一般 ￥500 谷　喜代美
090（2858）9890

日本ー韓国　リバーリンク・プロジェクト2015 25㈮ 19:00
13:30

一般 ￥4000
※日時指定

リバーリンク・プロジェクト実行委員会
080（1710）2887【キタムラ】26㈯

ピアノ・エレクトーンコンサート2015 27㈰
12:00

11:45開場 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）434416:00

15:45開場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

第10回人物を描く会展　絵画 2㈬～8㈫ 無　料 人物を描く会
093（551）6351

フランス伝統工芸
カルトナージュ合同作品展 その他 9㈬～15㈫ 無　料 K＊link

090（2712）1103
アズ展 2015 Autumn
アズ＠コレクション 絵画 17㈭～22㈫㈷ 無　料 アズ漫画研究会

093（602）9648
第66回（平成27年度）小倉北区民美術展会員・会友展
絵画・書道・写真・彫刻・その他 24㈭～29㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322

白龍会日本画展　絵画 9/30㈬～10/6㈫
10:00～18:00

10:00～18:00

無　料 白龍日本画会
093（962）2470

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

CONCERT 響 2015 Vol.26
｢フィギュアスケートへのいざない｣　剣の舞、幻想即興曲 ほか 5㈯ 15:30

一般 ￥2000
学生（小～大学生） ￥1000 北九州音楽協会

090（5942）1358【本多】
※当日各￥500増　※全席自由

ヴァイオリン･チェロ ソロコンサート
ミュージックアカデミー在籍生　キラキラ星、ツィゴイネルワイゼン ほか 6㈰ 13:10 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州

093（921）0459【吉田】

2015響シリーズ第4弾
横山幸雄ピアノ･リサイタル
横山幸雄[ピアノ]

12㈯ 15:00

一般 ￥3500
U-25 ￥1500

（学生問わず25歳以下、要証明）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席指定

響ホール提携事業
2015年 浦野さやかファゴットコンサートVol.5
浦野さやか[ファゴット] ほか　F.プーランク：六重奏曲 ほか

13㈰ 15:00

一般 ￥2000
学生（中～大学生） ￥1000

保護者同伴の小学生無料
ハイマートシュタット
093（883）1548【浦野】

※対象：小学生以上
※当日各￥500増　※全席自由

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2015.September

小倉
北

小倉
北

□所 □℡
□休

□時

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡

北九州芸術劇場

北九州芸術劇場

市民ギャラリー

八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

月



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高見女声コーラス（第16回） 混声コーラス･ソレイユ（第2回） 合同演奏会
光のとおりみち、落葉松、旅立ちの日に、ふるさと、花は咲く ほか 23㈬㈷ 14:30 ￥1000 高見女声コーラス、混声コーラス･ソレイユ

093（582）8211【渡邊】※全席自由

響ホール提携事業
三響の調和
榎本裕子[フルート]、関原弘二[チェロ]、早川恵美[ピアノ･チェンバロ]

25㈮ 19:00
一般 ￥1500

学生（小～大学生） ￥1000 三響の調和実行委員会事務局
080（2697）2874※対象：小学生以上

※当日各￥500増　※全席自由

第69回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選 26㈯～
27㈰

10:30
（予定）

一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】※対象：小学生以上　※全席自由

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

柿右衛門と鍋島
日本各地へ、そして世界へ進出した柿右衛門と鍋島の魅力を紹介。 6/26㈮～9/13㈰

一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 6㈰
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）670013:00
１
階

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

門司区文化祭・第65回門司区民美術展 3㈭～9㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※9㈬は15:00まで

正八幡宮天井絵馬を描く「中野紀三郎絵画展」 12㈯～27㈰ 無　料

写真クラブ高見　写真展 9/29㈫～10/5㈪ 無　料
※29㈫は12:00から、10/5㈪は16:00まで

１・
２
階

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキ

5㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151近藤タケユキジャズライブ 21㈪㈷ 18:00

門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
歌のつどい交流発表会
直江歌謡教室カラオケ発表会 20㈰ 9:30 無　料 直江歌謡教室

093（341）3103大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

門司港レトロミュージックフェスティバル
三島紀也＆ニュースクランブル、L.P.S、トレジャーボックス　他

19㈯
14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

20㈰
23㈬㈷

KAWAMURA BAND in 門司港
オープニングアクト：Hi-FLeX 22㈫㈷ 15:00 一般 ￥2500

※当日￥500円増

２
階

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

二胡コンサート
帯金真理子、谷口淑子 13㈰ 13:00～

15:00
￥500

（コーヒー・菓子付）
北九州市立東部勤労婦人センター

（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上

音
楽
室

第69回 全日本学生音楽コンクール 北九州大会予選 19㈯～
21㈪㈷

10:30
（予定）

一般 ￥1500 毎日新聞西部本社事業部
093（511）1119【福田】※対象：小学生以上　※全席自由

第20回 九州ハンドベルフェスティバル（北九州大会） 22㈫㈷ 12:30 無　料 日本ハンドベル連盟九州支部
093（571）7381【小田】フローラル･ベルクワイア、ベルみゅうず ほか20団体 ※全席自由

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「社ノ木１丁目・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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八幡
東

　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　
　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始・隔月1回（不定休）　　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡北九州市立響ホール

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

出光美術館（門司）門司

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

□休
□所　門司区港町7-18 旧大阪商船2F（改築に伴い一時移転）　　093（332）0251　　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「門司港駅」徒歩1分　　「門司IC」約8分　　月曜日、展示替期間、年末年始

□℡ □時

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

北九州市東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

月

障

障

障



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ムルロ工房と20世紀の巨匠たち―パリが愛したリトグラフ
ムルロ工房から生み出されたシャガールなどのリトグラフやポスター・芸術雑誌等約300点を展示 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

8/1㈯～12/23㈬㈷

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ー染付・金襴手様式ー　有田焼　藤井錦彩　作陶展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

日本のふるさとを描く　木村秀夫　油絵展 9㈬～15㈫ 無　料
萩焼十五代　坂倉新兵衛展 16㈬～22㈫㈷ 無　料
＜四季の彩り＞ 第5回　谷口弘明　装飾画展 23㈬㈷～29㈫ 無　料
慈しみ溢れる色彩のハーモニー　市川武の世界展 9/30㈬～10/6㈫ 無　料
現代・写実派作家・洋画作品展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

愛知県立芸術大学卒業　俊英作家日本画展 9㈬～15㈫ 無　料
日本画作家版画展 16㈬～22㈫㈷ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 23㈬㈷～29㈫ 無　料
～和と洋の共演～　洋画・日本画　選抜五人展 9/30㈬～10/6㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～H28.3/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

江戸型彫・書～美の舞～
和紙3枚を柿渋で張り合わせ、型を彫る江戸型彫と書を展示します。

5㈯～
27㈰ 9:00 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
とらっちゃの日
第4土曜日は市民参加型イベントを開催 26㈯ 11:00 無　料

小倉金鱗会　らんちゅう品評会
2歳魚・3歳魚による東大関～前頭9までの品評会です。 27㈰ 10:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

天
守
閣
前
広
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 2㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州吟剣詩舞道響会 第16回 吟剣詩舞大会 13㈰ 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090(8392)4995【帆足】

第42回 小倉南区年長者・障害(児)者作品展 1㈫～
5㈯

9:00～
17:00

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093(951)5388※1㈫は14:00から、5㈯は12:00まで

第41回(平成27年度)小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画(水墨画を含む)・洋画・書・写真・工芸

20㈰～
27㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会事務局
093(451)1543※27㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展 「八幡鐵ものがたり 」
官営八幡製鐵所の創世記を地域の歴史と合わせて紐解く企画展です。 開催中～12/20㈰

大人 ￥300
高大生 ￥100

中学生以下無料
北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411
※対象：小学生以上　

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休（10/13㈫を除く）　　有料

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第4週は24㈭休館

□℡ □時小倉
南

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日、夏休み期間は休館なし　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

障

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

福田こうへいコンサート2015
力強く胸に響く魂の歌声　元気をもらえる軽快なトーク 6㈰ 14:00 Ｓ席 ￥6480 ソワード㈱

0956（22）203618:00 ※全席指定

フレアーク　グローバルオーケストラ
躍動するロマ音楽　魂の旋律 11㈮ 19:00 Ａ席 ￥6000

Ｂ席 ￥5500
MIN-ON北九州
093（884）1833

さだまさしコンサートツアー2015 ～風の軌跡～ 12㈯ 17:00 全席指定 ￥8640 キョードー西日本
092（714）0159※対象：小学生以上

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：作曲家　池辺 晋一郎 21㈪㈷ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008
松竹大歌舞伎
中村翫雀改め四代目　中村鴈治郎襲名披露 23㈬㈷ 13:00 Ｓ席 ￥10000

Ａ席 ￥07000
㈱井筒屋

093（522）311118:00
南こうせつ　伊勢正三　SPECIAL CONCERT 2015 ～ひめ風！？～

「かぐや姫」+「風」の新ユニット結成！ 26㈯ 17:30 全席指定 ￥7000 ㈱BEA
092（712）4221※対象：小学生以上

劇団四季ミュージカル　クレイジー★フォー★ユー
世界中を幸せで包んだ、ブロードウェイ・ミュージカルの決定版！ 27㈰ 17:30

Ｓ席 ￥8000
Ａ席 ￥6000
Ｂ席 ￥3000

劇団四季　福岡オフィス
092（482）2013

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

江口寿史展　KING OF POP
漫画家・イラストレーター 江口寿史の多彩な作品を一堂に集めた展覧会。 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥150

〔常設展セット券〕　一般￥800
中高生￥400　小学生￥200

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

江口寿史の５分間スケッチ・北九州編
江口寿史による、参加者の方の似顔絵スケッチの実演。

19㈯

20㈰
13:00～

17：00

￥2000
別途、企画展入場料が必要

※要事前申込（定員各日25名）。応募者多数の
　場合は抽選。詳細は漫画ミュージアムHP。

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

13㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要21㈪㈷

漫画スクール
テーマ（両日とも）：プロの漫画家の道具を使って描いてみよう

22㈫㈷ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

23㈬㈷ ※対象：小学3年生以上

企
画
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

じごく と ごくらく　～回忌ってなあに？～
日本人の死生観と憧れの極楽浄土の様子を紹介します。 7/4㈯～9/2㈬ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

第41回小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品約300点を展示します。 5㈯～13㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
ポーラ・コレクション　～東西の美意識を探る～ 日本と西洋の御粧
18～20世紀初頭、日本と西洋の女性たちが愛用した化粧道具や鏡など展示。 9/19㈯～11/23㈪㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

秋のJAZZナイト
ライトアップされた庭園を眺めながら、ジャズを鑑賞します。 12㈯ 18:00

￥1500
（呈茶付・入館料込）

※対象：小学生以上

開館17周年記念市民茶会
開館17周年を記念した秋のお茶会です。 27㈰ 9:00 ￥1500

（薄茶二席・入館料込）

企
画
展
示
室

書
院
棟
和
室・
書
院
棟

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
こども向けアニメの上映 『ちびまるこちゃんの地震を考える』 『杜子春』 『じごくのそうべえ』 13㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152
図
書
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
忍たま乱太郎　「忍術学園全員出動！の段」 13㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画　「恋愛手帖」 （1940年　アメリカ）
主演：ジンジャー・ロジャーズ 19㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
シューベルト作曲　交響曲第8番「未完成」 20㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画　「人生、いろどり」 （2012年）
主演：吉行和子　富司純子 26㈯ 14:00 無　料

（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州高専吹奏楽部第19回定期演奏会
吹奏楽演奏 5㈯ 18:00 無　料 北九州工業高等専門学校吹奏楽部

093（964）7333
ホ
ー
ル

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2015.September

北九州市漫画ミュージアム小倉
北

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第4週は24㈭休館　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

□休
□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　　 093（512）5077　　 11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、ただし夏休み期間は無休、第4週は24㈭休館

□℡ □時

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館） □休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始・毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時小倉
北

月

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第4週は24㈭休館

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

障

障

障

障



イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ムルロ工房と20世紀の巨匠たち―パリが愛したリトグラフ
ムルロ工房から生み出されたシャガールなどのリトグラフやポスター・芸術雑誌等約300点を展示 9/19㈯～11/3㈫㈷

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400 北九州市立美術館分館

093（562）3215※前売及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

8/1㈯～12/23㈬㈷

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ー染付・金襴手様式ー　有田焼　藤井錦彩　作陶展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521

日本のふるさとを描く　木村秀夫　油絵展 9㈬～15㈫ 無　料
萩焼十五代　坂倉新兵衛展 16㈬～22㈫㈷ 無　料
＜四季の彩り＞ 第5回　谷口弘明　装飾画展 23㈬㈷～29㈫ 無　料
慈しみ溢れる色彩のハーモニー　市川武の世界展 9/30㈬～10/6㈫ 無　料
現代・写実派作家・洋画作品展 2㈬～8㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

愛知県立芸術大学卒業　俊英作家日本画展 9㈬～15㈫ 無　料
日本画作家版画展 16㈬～22㈫㈷ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 23㈬㈷～29㈫ 無　料
～和と洋の共演～　洋画・日本画　選抜五人展 9/30㈬～10/6㈫ 無　料

大
画
廊

小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城　所蔵品展
小倉城　所蔵品（書・絵・甲冑他）60点を展示します。 開催中～H28.3/27㈰ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

江戸型彫・書～美の舞～
和紙3枚を柿渋で張り合わせ、型を彫る江戸型彫と書を展示します。

5㈯～
27㈰ 9:00 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
とらっちゃの日
第4土曜日は市民参加型イベントを開催 26㈯ 11:00 無　料

小倉金鱗会　らんちゅう品評会
2歳魚・3歳魚による東大関～前頭9までの品評会です。 27㈰ 10:00 無　料

天
守
閣
１
階
天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

天
守
閣
前
広
場

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 2㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 16㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

北九州吟剣詩舞道響会 第16回 吟剣詩舞大会 13㈰ 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090(8392)4995【帆足】

第42回 小倉南区年長者・障害(児)者作品展 1㈫～
5㈯

9:00～
17:00

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093(951)5388※1㈫は14:00から、5㈯は12:00まで

第41回(平成27年度)小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画(水墨画を含む)・洋画・書・写真・工芸

20㈰～
27㈰

9:00～
17:00

無　料 小倉南美術協会事務局
093(451)1543※27㈰は15:00まで

大
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展 「八幡鐵ものがたり 」
官営八幡製鐵所の創世記を地域の歴史と合わせて紐解く企画展です。 開催中～12/20㈰

大人 ￥300
高大生 ￥100

中学生以下無料
北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411
※対象：小学生以上　

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

戦後70年特別企画展 「清張と戦争　――読み継がれる体験と記憶」
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

二
階
ホ
ー
ル

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末　

□℡ □時小倉
北

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休（10/13㈫を除く）　　有料

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

月

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第4週は24㈭休館

□℡ □時小倉
南

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日、夏休み期間は休館なし　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ落語まつり 26㈯ 14:00 ￥1000 江崎　弘子
090（8669）3436

ROP（ろっぷ）フェス 27㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

江戸三紅印傳 1㈫～6㈰ 無　料

093（643）5268

大端渓硯展 8㈫～13㈰ 無　料

有田焼陶祖　14代　李参平　作陶展 15㈫～20㈰ 無　料

中村經子／十月工房　草木染手織紬とほぐし経絣の帯と布展 22㈫㈷～27㈰ 無　料

中島光晴 書と柿渋染め展 9/29㈫～10/4㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度高文連北九州地区音楽会 19㈯ 9:45 無　料 福岡県立八幡南高等学校
093（611）1881

チャリティーコンサート実行委員会
080（4277）9179【松本】

北九州市立大蔵中学校吹奏楽部サンクスコンサート2015 22㈫㈷ 15:00 無　料 北九州市立大蔵中学校
093（651）6378

高須中学校吹奏楽部第16回定期演奏会 27㈰ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校吹奏楽部
093（741）2310

日本画壇の三山展（横山大観・東山魁夷・平山郁夫）
3㈭

10:00 無　料 ㈱WAO！
092（481）23614㈮

5㈯

第5回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート 6㈰ 15:00 一般 ￥1000
高校生以下 ￥0500

芥川賞作家　楊逸（ヤン・イー）講演会 16㈬ 14:00 ￥1000 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

スズキ・メソード北九州　ヴァイオリン独奏演奏会 21㈪㈷ 13:15 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792【小川】

管谷　怜子　ピアノリサイタル 22㈫㈷ 15:00 ￥2000 菅谷　怜子
092（866）3833

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー　 23㈬㈷ 13:00 ￥990 ひまわり社交ダンス
080（3956）1096【香月】

フェリーチェ声楽発表会 26㈯ 14:30 無　料 フェリーチェ
093（611）4155【江崎】

シャンソン　コンサート 27㈰ 14:30 無　料 サロン・ドゥ　北九州

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

九工大・北九大合同写真展
写真

1㈫～
5㈯

10:00～
17:00

無　料 九工大写真部
080（6452）2117【中津留】※最終日は16:00まで

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真など

8㈫～
11㈮

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人北九州市八幡西区社会福祉協議会
093（642）5035【今村】※10㈭は19:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展　講演会
写真・講演会 13㈰ 11:00～

17:00 無　料 JRM福岡
080（5888）3137【宮原】

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室「ひびしんのある風景」展
淡彩画

14㈪～
20㈰

9:00～
18:00

無　料 西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室
090（1926）6738【大川】※14㈪は11:00から、最終日は17:00まで

はじめての水墨画
水墨画

9/28㈪～
10/4㈰

10:00～
17:00

無　料 はじめての水墨画
090（9605）8031【大田黒】※28㈪は12:00から、最終日は17:00まで

きらく会第18回作品展
洋画

7㈪～
13㈰

9:00～
17:00

無　料 」会くらき「 ブラク画絵
093（563）2139【髙﨑】※7㈪は11:00から、最終日は16:00まで

グループ「創」絵画展
洋画

14㈪～
20㈰

10:00～
18:00

無　料 」創「 プールグ
080（5219）1520【飯盛】※14㈪は12:00から、最終日は17:00まで

星野水彩画教室作品展
洋画

9/28㈪～
10/4㈰

10:00～
18:00

無　料 星野水彩画教室
090（2962）2611【星野】※28㈪は13:00から、最終日は16:00まで

松田智子ドローイング展　彩雲から猫の肖像、歓びに至るまで
洋画

21㈪㈷
～27㈰

9:00～
19:00

無　料 松田　智子
093（961）6242※21㈪は12:00から、最終日は17:00まで

展
示
室
１

展
示
室
２

展
示
室
全
室

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎井筒屋 □休
□所

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第７回鶴亀塾　フリーマーケット 6㈰ 10:00～
16:00 無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130

演劇を写真で感じる　ダブルクラブ演劇公演　写真展
演劇を写真で感じる 写真展　展示15点

13㈰ 11:00～
15:00 無　料18㈮

九州女子大・九国大演劇部・ダブルクラブ 合同演劇公演
あなたの家族を思い浮かべながら観てほしい。心温まるストーリーです。

19㈯ 16:00 一般 ￥1000
 学生 ￥0500

20㈰ 11:00/14:30 ※当日各￥300増

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

世界文化遺産登録記念展 「世界遺産のまち　北九州と明治日本の産業革命」
工業・港湾都市として発展を遂げた北九州の近代史を紹介 開催中～11/8㈰

要常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

夏の特別展 「スペイン 奇跡の恐竜たち」
スペインから日本初公開の実物化石を多数展示 開催中～9/23㈬㈷

大人 ￥900　高大生 ￥600
小中生 ￥400

※常設展は別途料金が必要 
※常設展とのセット券・前売券あり

夏の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展内での学芸員による展示解説。秘話が聞けるかも！

6㈰
14:00 特別展観覧料が必要13㈰

20㈰ ※小学生以下は保護者同伴

夏の特別展関連イベント「恐竜コンサート」
特別展を見たあとに夜の博物館で音楽を聴いてみませんか。　①特別展鑑賞　②コンサート 12㈯

①18:00 大人 ￥720　高大生 ￥480
小中生 ￥320

②19:00 ※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

歴史講演会「能島城と村上水軍－最新の発掘調査成果から－」
講師 : 村上水軍博物館　学芸員　田中 謙氏 12㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

野外観察会　ジオ・ハイキング「ジオ・ハイキング　恐竜時代の大地を知る皿倉山探索」
恐竜時代に思いをはせながら、ハイキングをして、皿倉山の成り立ちを学ぶ 23㈬㈷ 13:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上 
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
世界文化遺産登録記念企画  
写真展「八幡　近代化を支えたまち」
近代化遺産を支えた八幡のまちにスポットを当てた写真展

開催中～30㈬ 無　料 北九州市環境ミュージアム
093（663）6751

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第39回わくわくサイエンスキッズ2015
身近な科学やものづくりの楽しさを体験・ミニSL体験乗車もあります。 20㈰ 10:00～

15:00 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

サイエンスショー
「力学の法則をやさしく実験」 21㈪㈷ 14:30～

15:20 無　料

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、秋の星空を望遠鏡で観察します。 26㈯ 18:30～

20:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者同伴 
※先着150名、9/12㈯電話受付開始

科
学
館
前

広
場
他

大
集
会
場
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第９回　八幡東区自治会まつり
平成28年3月に役割を終える八幡市民会館のファイナルイベントとして開催 27㈰ 11:00 無　料 八幡東区自治総連合会

093（671）2242

瑞穂会　趣味の表装展
古い着物や帯などを使った掛軸や屏風　約200点

8㈫～
13㈰

9:30～
17:30

無　料 瑞穂会
083（258）1661【渡邉】

※13㈰は17:00まで

大
ホ
ー
ル

美
術
展
示
室

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

わらべの日　子ども救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏・演技や子ども向けの救命救急教室 13㈰ 13:30～

15:30 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555

子
ど
も

ホ
ー
ル

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2015.September

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、第4週は24㈭休館

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

□休

□所　八幡東区東田2-2-6　　 093（663）6751　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「八幡東区役所」「中央2丁目」徒歩10分、「東田大通入口」徒歩5分　
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、夏休み期間は休館なし

□℡ □時

北九州市環境ミュージアム八幡
東

月

八幡市民会館 □休 □Ｐ
□所　八幡東区尾倉2-6-5　　 093（671）6061　　 9:00～22:00
　「八幡駅」徒歩7分　　「八幡駅入口第一」徒歩5分　　年末年始　　110台（共用）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　1㈫、2㈬、16㈬

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

障

障

□休



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ落語まつり 26㈯ 14:00 ￥1000 江崎　弘子
090（8669）3436

ROP（ろっぷ）フェス 27㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

江戸三紅印傳 1㈫～6㈰ 無　料

093（643）5268

大端渓硯展 8㈫～13㈰ 無　料

有田焼陶祖　14代　李参平　作陶展 15㈫～20㈰ 無　料

中村經子／十月工房　草木染手織紬とほぐし経絣の帯と布展 22㈫㈷～27㈰ 無　料

中島光晴 書と柿渋染め展 9/29㈫～10/4㈰ 無　料

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

平成27年度高文連北九州地区音楽会 19㈯ 9:45 無　料 福岡県立八幡南高等学校
093（611）1881

チャリティーコンサート実行委員会
080（4277）9179【松本】

北九州市立大蔵中学校吹奏楽部サンクスコンサート2015 22㈫㈷ 15:00 無　料 北九州市立大蔵中学校
093（651）6378

高須中学校吹奏楽部第16回定期演奏会 27㈰ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校吹奏楽部
093（741）2310

日本画壇の三山展（横山大観・東山魁夷・平山郁夫）
3㈭

10:00 無　料 ㈱WAO！
092（481）23614㈮

5㈯

第5回東日本大震災復興支援チャリティーコンサート 6㈰ 15:00 一般 ￥1000
高校生以下 ￥0500

芥川賞作家　楊逸（ヤン・イー）講演会 16㈬ 14:00 ￥1000 黒崎ひびしんホール
093（621）4566

スズキ・メソード北九州　ヴァイオリン独奏演奏会 21㈪㈷ 13:15 無　料 スズキ・メソード北九州
090（6421）0792【小川】

管谷　怜子　ピアノリサイタル 22㈫㈷ 15:00 ￥2000 菅谷　怜子
092（866）3833

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー　 23㈬㈷ 13:00 ￥990 ひまわり社交ダンス
080（3956）1096【香月】

フェリーチェ声楽発表会 26㈯ 14:30 無　料 フェリーチェ
093（611）4155【江崎】

シャンソン　コンサート 27㈰ 14:30 無　料 サロン・ドゥ　北九州

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

九工大・北九大合同写真展
写真

1㈫～
5㈯

10:00～
17:00

無　料 九工大写真部
080（6452）2117【中津留】※最終日は16:00まで

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真など

8㈫～
11㈮

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人北九州市八幡西区社会福祉協議会
093（642）5035【今村】※10㈭は19:00まで

UFO・ミステリーサークルパネル展　講演会
写真・講演会 13㈰ 11:00～

17:00 無　料 JRM福岡
080（5888）3137【宮原】

西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室「ひびしんのある風景」展
淡彩画

14㈪～
20㈰

9:00～
18:00

無　料 西川幸夫スケッチ・淡彩「四季彩」教室
090（1926）6738【大川】※14㈪は11:00から、最終日は17:00まで

はじめての水墨画
水墨画

9/28㈪～
10/4㈰

10:00～
17:00

無　料 はじめての水墨画
090（9605）8031【大田黒】※28㈪は12:00から、最終日は17:00まで

きらく会第18回作品展
洋画

7㈪～
13㈰

9:00～
17:00

無　料 」会くらき「 ブラク画絵
093（563）2139【髙﨑】※7㈪は11:00から、最終日は16:00まで

グループ「創」絵画展
洋画

14㈪～
20㈰

10:00～
18:00

無　料 」創「 プールグ
080（5219）1520【飯盛】※14㈪は12:00から、最終日は17:00まで

星野水彩画教室作品展
洋画

9/28㈪～
10/4㈰

10:00～
18:00

無　料 星野水彩画教室
090（2962）2611【星野】※28㈪は13:00から、最終日は16:00まで

松田智子ドローイング展　彩雲から猫の肖像、歓びに至るまで
洋画

21㈪㈷
～27㈰

9:00～
19:00

無　料 松田　智子
093（961）6242※21㈪は12:00から、最終日は17:00まで

展
示
室
１

展
示
室
２

展
示
室
全
室

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎井筒屋 □休
□所

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時八幡
西

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール） □休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始　

□℡ □時八幡
西

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西



8

■
浦
野
さ
や
か
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
コ
ン
サ

ー
トVol.5

９
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
今
回
で

５
回
目
の
開
催
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

予
定
曲
は
Ｂ
・
ク
ル
ー
セ
ル
「
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
小
協
奏
曲
」
、
プ
ー
ラ
ン
ク

「
ピ
ア
ノ
と
管
楽
器
の
た
め
の
六
重

奏
曲
」
な
ど
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
１
０
０
０

円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

ハ
イ
マ
ー
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

０
９
３
（
８
８
３
）
１
５
４
８

■
島
田
亜
希
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー

トVol.9

10
月
２
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
出
演
、

ピ
ア
ノ
広
瀬
美
香
、
朗
読
は
岩
崎
佳

子
。
予
定
曲
は
Ｍ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

「
ガ
ー
ナ
イ
ア
」
、
チ
ン
・
チ
ェ
ン

リ
ン
「
マ
リ
ン
バ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

な
ど
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
２
０

０
０
円
。
当
日
５
０
０
円
増
。

マ
リ
ン
バ
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
会

０
９
０
（
３
８
８
２
）
４
４
４
５

■
千
住
真
理
子
バ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ

イ
タ
ル

11
月
12
日
（
木
）
午
後
６
時
開
場
、

同
６
時
30
分
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
）。今
年
は

デ
ビ
ュ
ー
40
年
の
節
目
、
バ
ッ
ハ
無

伴
奏
バ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

＆
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
全
曲
演
奏
会
。

休
憩
２
回
を
含
む
約
３
時
間
。
全
席

指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
席
４
８
０
０
円
。

Ａ
席
３
８
０
０
円
。Ｕ-

25
Ａ
席
２
０

０
０
円
あ
り
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
第
２
回
林
芙
美
子
文
学
賞
作
品
募
集

〈
募
集
内
容
〉
筆
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
未

発
表
作
品
。
テ
ー
マ
お
よ
び
ジ
ャ
ン

ル
は
不
問
。
縦
書
き
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
30
枚
以
上
50
枚
以
内
、
日

本
語
で
書
か
れ
た
も
の
。
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
国
籍
な
ど
は
不
問
。
詳

細
お
よ
び
募
集
要
項
は
文
学
館
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

も
し
く
は
文
学
館
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
〈
募
集
締
切
〉
９
月
30
日

（
水
）
消
印
有
効
。
〈
選
考
委
員
〉

井
上
荒
野
、
角
田
光
代
、
川
上
未
映

子
。〈
賞
〉大
賞
１
編
・
賞
金
１
０
０

万
円
及
び
『
婦
人
公
論
』
に
作
品
掲

載
、
佳
作
数
編
・
賞
金
各
10
万
円
。

北
九
州
市
立
文
学
館
「
第
２
回
林
芙

美
子
文
学
賞
」
係

０
９
３
（
５
７
１
）
１
５
０
５

　
何
年
か
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
メ
ジ

ャ
ー
な
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
に

集
中
、
世
界
各
地
で
目
白
押
し
で
す
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
、

シ
ド
ニ
ー
、
浜
松
国
際
等
々
。
ネ
ッ

ト
配
信
で
聴
く
そ
れ
ら
の
予
備
審
査
、

本
審
査
で
、
「
演
奏
と
は
こ
ん
な
に

も
お
国
柄
が
反
映
さ
れ
る
の
か
」
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人

の
演
奏
を
国
内
で
聴
く
と
各
人
が
個

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

『島田亜希子マリンバコンサートVol.9』
チラシ

『浦野さやかファゴット
コンサートVol.5』チラシ

北九州労音創立60周年コンサート
『千住真理子バイオリン・リサイタル』チラシ

林芙美子　
下落合の和洋式洋館にて（1932年頃）

性
的
に
聴
こ
え
る
の
で
す
が
、
国
際

舞
台
で
は
日
本
人
は
ど
れ
も
似
通
っ

た
演
奏
に
聴
こ
え
る
の
で
す
。
発
音

や
表
現
方
法
、
テ
ン
ポ
感
な
ど
。
演

奏
表
現
が
感
性
か
ら
発
す
る
も
の
な

ら
ば
、
日
本
人
の
文
化
・
習
慣
・
気

質
等
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
し
、
音
楽
作
り
が
思
考
の
プ

ロ
セ
ス
を
伴
う
な
ら
ば
、
日
本
語
の

組
み
立
て
や
抑
揚
が
、
演
奏
の
フ
レ

ー
ズ
感
や
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
に
表
れ
て
く
る
の
は
当
然
で
し

ょ
う
。
以
前
に
比
べ
、
か
な
り
主
張

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
表
現
が
お
と
な
し
い
と
感
じ

ま
す
。

　
で
は
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て

西
欧
音
楽
を
学
ぶ
に
は
？
　
考
え
た

の
が
、
〝
外
国
人
ご
っ
こ
〞
。
外
国

人
の
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

で
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
お
腹
か

ら
声
を
出
す
感
覚
を
手
軽
に
感
じ
ら

れ
る
気
が
し
ま
す
。
日
本
人
の
持
つ

美
徳
を
大
切
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
自
分

の
中
に
取
り
込
み
自
分
ら
し
く
表
現

す
る
方
法
。

　
た
く
さ
ん
編
み
出
さ
な
く
て
は
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

音
楽
の
お
国
柄

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第67回西日書展（少年部）　書 1㈫～6㈰ 無　料 西日本書道院
093（381）2426【神】※最終日は16:00まで

第30回日本の海洋画展　洋画・日本画 8㈫～13㈰ 無　料 一般財団法人全日本海員福祉センター
03（3475）5391【飯田】

第20回新生起一般公募展　洋画・日本画 15㈫～20㈰ 無　料 新生起美術協会
093（771）1313【河野】※最終日は17:00まで

第12回秋の北九州水彩展　洋画 23㈬㈷～27㈰ 無　料 北九州水彩画会
093（592）5186【城島】※最終日は15:30まで

公募第16回全国水墨研究会合同展　水墨画 9/29㈫～10/4㈰ 無　料 全国水墨研究会
093（871）0220【岡村】※最終日は15:00まで

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

錦織　健テノール・リサイタル
アヴェ・マリア　恋はやさし野辺の花よ　からたちの花　花は咲く　他 5㈯

Ｓ席 ￥5700
Ａ席 ￥480019:00 北九州労音

093（571）0227【松前】
※対象：小学生以上

時間（とき）をこえて響く童謡コンサートVol.3
出演／スウィンズ、ピアノ：山本佳代子。なつかしい童謡を女性コーラスで．．． 12㈯ 18:30

大人 ￥1800
中学生以下 ￥1000 オフィス・スウィンズ

090（6633）7372【山田】
※対象：小学生以上　※当日各￥200増

北九州マンドリン合奏団　第42回定期演奏会
星に願いを・にじいろ・星の庭・ヴォカリーズ・メキシコ組曲　他 20㈰ 15:00 ￥500

65歳以上、小学生無料
北九州マンドリン合奏団
090（1876）2618【有吉】

チアリーディング北九州ドルフィンズ＆チアダンス北九州ミッキー公演会 22㈫㈷ 14:00 ￥1000 福岡文化振興協会
090（5287）8254【後藤】

第12回北九州市立大谷中学校吹奏楽部定期演奏会 26㈯ 16:30 無　料 北九州市立大谷中学校吹奏楽部
093（881）5767【堤】

カニサレス　フラメンコ・カルテット
情熱の国スペインのギター 27㈰ 16:00

￥4000 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661
※対象：小学生以上　
※当日￥500増　※全席指定

保育まつり（出前育児教室）
育児講演、乳幼児健康相談等。マー先生と親子で遊ぼう！も同時開催 5㈯ 13:00 無　料

一般社団法人北九州市保育所連盟
（戸畑千防保育所）

093（882）4282【内田】

「かみさまとのやくそく」 上映会 8㈫ 10:30
14:00 ￥1000 NPO法人ママの働き方応援隊

090（7470）5014【三谷】

池田慎司＆レオナルド・ブラーボ　ギターデュオリサイタル
サブタイトル 「アルゼンチン＆ブラジル」　曲目　イパネマの娘 10㈭

一般 ￥3000
学生 ￥200019:00 KI企画

093（922）3857【池田】
※当日￥500増　※ペアチケット割引有

映画 「望郷の鐘」 上映会 11㈮ 14:30 ￥1000 映画「望郷の鐘」上映実行委員会
090（6846）2203【西】

九州歌謡連盟　年齢別カラオケ大会 13㈰ 10:00 無　料 九州歌謡連盟
093（671）7636【山田】

第７回３つの音色で奏でる木村りえ・木村りさピアノコンサート 17㈭
一般 ￥2000
学生 ￥100018:30 Rie.Risa企画

090（3733）6095【木村】
※当日各￥500増

美智子ピアノ教室　第４回ピアノ発表会
ピアニストの卵たちと、新人ピアニストによる演奏をお楽しみください。 19㈯ 14:00 無　料 美智子ピアノ教室実行事務局

090（2769）9442【松信】

リトルコンサート 22㈫㈷ 13:00 無　料 ジュニアアンサンブル
093（962）5320【松本】

第16回コンチェルト・リリコ福岡県支部演奏会 23㈬㈷ 13:30 ￥1000 コンチェルト・リリコ福岡県支部
090（8412）3814【清永】

平成27年度戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 26㈯ 13:00 無　料 ヨイトサ筑前琵琶の会
080（6445）2258【佐々木】

ウェルカムコンサート
出演／ヴァイオリン：藤松　敦仁　ピアノ：越智　可奈子 10㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

戸畑区学童理科展
戸畑区の小学生　夏休みの理科作品展 12㈯ 9:00～

17:00 無　料 北九州市立牧山小学校
093（881）3002【山田】

第39回　戸畑区年長者作品展
戸畑区の60歳以上の皆様の書道・写真・手工芸品等400点余りの作品展

9/26㈯～
10/1㈭

9:00～
17:00

無　料 社会福祉法人北九州市戸畑区社会福祉協議会
093（871）3259【藤岡・坂邊】※28㈪は休館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※８月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります

9 かるかる 2015.September

障

2015 年９月号表紙
扇天満宮
八幡西区木屋瀬3-5

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／ 2015.9.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1508003A号

□休 □Ｐ

□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）
　「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行（21㈪㈷、22㈫㈷は運休）
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）※修繕のため、本館は平成27年9月から、アネックス市民ギャラリーは平成28年1月から休館　　180台

□℡ □時

北九州市立美術館本館戸畑

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

月

戸畑生涯学習センター □休
□所　戸畑区中本町7-20　　093(882)4281　　9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩5分　　「戸畑駅」徒歩5分　　月曜日(祝日の場合は翌日休館)、年末年始

□℡ □時戸畑

障

障

完売
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■
浦
野
さ
や
か
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
コ
ン
サ

ー
トVol.5

９
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。
今
回
で

５
回
目
の
開
催
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

予
定
曲
は
Ｂ
・
ク
ル
ー
セ
ル
「
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
小
協
奏
曲
」
、
プ
ー
ラ
ン
ク

「
ピ
ア
ノ
と
管
楽
器
の
た
め
の
六
重

奏
曲
」
な
ど
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
１
０
０
０

円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

ハ
イ
マ
ー
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト

０
９
３
（
８
８
３
）
１
５
４
８

■
島
田
亜
希
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー

トVol.9

10
月
２
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
小
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
出
演
、

ピ
ア
ノ
広
瀬
美
香
、
朗
読
は
岩
崎
佳

子
。
予
定
曲
は
Ｍ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

「
ガ
ー
ナ
イ
ア
」
、
チ
ン
・
チ
ェ
ン

リ
ン
「
マ
リ
ン
バ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

な
ど
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
２
０

０
０
円
。
当
日
５
０
０
円
増
。

マ
リ
ン
バ
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
会

０
９
０
（
３
８
８
２
）
４
４
４
５

■
千
住
真
理
子
バ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ

イ
タ
ル

11
月
12
日
（
木
）
午
後
６
時
開
場
、

同
６
時
30
分
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル（
戸
畑
区
汐
井
町
）。今
年
は

デ
ビ
ュ
ー
40
年
の
節
目
、
バ
ッ
ハ
無

伴
奏
バ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

＆
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
全
曲
演
奏
会
。

休
憩
２
回
を
含
む
約
３
時
間
。
全
席

指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
席
４
８
０
０
円
。

Ａ
席
３
８
０
０
円
。Ｕ-

25
Ａ
席
２
０

０
０
円
あ
り
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３
（
５
７
１
）
０
２
２
７

■
第
２
回
林
芙
美
子
文
学
賞
作
品
募
集

〈
募
集
内
容
〉
筆
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
未

発
表
作
品
。
テ
ー
マ
お
よ
び
ジ
ャ
ン

ル
は
不
問
。
縦
書
き
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
30
枚
以
上
50
枚
以
内
、
日

本
語
で
書
か
れ
た
も
の
。
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
国
籍
な
ど
は
不
問
。
詳

細
お
よ
び
募
集
要
項
は
文
学
館
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

も
し
く
は
文
学
館
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
〈
募
集
締
切
〉
９
月
30
日

（
水
）
消
印
有
効
。
〈
選
考
委
員
〉

井
上
荒
野
、
角
田
光
代
、
川
上
未
映

子
。〈
賞
〉大
賞
１
編
・
賞
金
１
０
０

万
円
及
び
『
婦
人
公
論
』
に
作
品
掲

載
、
佳
作
数
編
・
賞
金
各
10
万
円
。

北
九
州
市
立
文
学
館
「
第
２
回
林
芙

美
子
文
学
賞
」
係

０
９
３
（
５
７
１
）
１
５
０
５

　
何
年
か
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
メ
ジ

ャ
ー
な
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
に

集
中
、
世
界
各
地
で
目
白
押
し
で
す
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
、

シ
ド
ニ
ー
、
浜
松
国
際
等
々
。
ネ
ッ

ト
配
信
で
聴
く
そ
れ
ら
の
予
備
審
査
、

本
審
査
で
、
「
演
奏
と
は
こ
ん
な
に

も
お
国
柄
が
反
映
さ
れ
る
の
か
」
と

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人

の
演
奏
を
国
内
で
聴
く
と
各
人
が
個

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーションなど

『島田亜希子マリンバコンサートVol.9』
チラシ

『浦野さやかファゴット
コンサートVol.5』チラシ

北九州労音創立60周年コンサート
『千住真理子バイオリン・リサイタル』チラシ

林芙美子　
下落合の和洋式洋館にて（1932年頃）

性
的
に
聴
こ
え
る
の
で
す
が
、
国
際

舞
台
で
は
日
本
人
は
ど
れ
も
似
通
っ

た
演
奏
に
聴
こ
え
る
の
で
す
。
発
音

や
表
現
方
法
、
テ
ン
ポ
感
な
ど
。
演

奏
表
現
が
感
性
か
ら
発
す
る
も
の
な

ら
ば
、
日
本
人
の
文
化
・
習
慣
・
気

質
等
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
し
、
音
楽
作
り
が
思
考
の
プ

ロ
セ
ス
を
伴
う
な
ら
ば
、
日
本
語
の

組
み
立
て
や
抑
揚
が
、
演
奏
の
フ
レ

ー
ズ
感
や
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
に
表
れ
て
く
る
の
は
当
然
で
し

ょ
う
。
以
前
に
比
べ
、
か
な
り
主
張

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
表
現
が
お
と
な
し
い
と
感
じ

ま
す
。

　
で
は
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て

西
欧
音
楽
を
学
ぶ
に
は
？
　
考
え
た

の
が
、
〝
外
国
人
ご
っ
こ
〞
。
外
国

人
の
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

で
、
言
葉
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
お
腹
か

ら
声
を
出
す
感
覚
を
手
軽
に
感
じ
ら

れ
る
気
が
し
ま
す
。
日
本
人
の
持
つ

美
徳
を
大
切
に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
自
分

の
中
に
取
り
込
み
自
分
ら
し
く
表
現

す
る
方
法
。

　
た
く
さ
ん
編
み
出
さ
な
く
て
は
！

「CulCul」を電子ブックでも閲覧することができます

「かるかる」をPDFでも閲覧することができます
ホームページからご覧になれます

二次元コード
からでも

ご覧になれます。

無料の電子ブック閲覧アプリ「ActiBook」でご覧になれます

（公財） 北九州市芸術文化振興財団のホームページからご覧になれます

URL:http://www.kicpac.org/culcul/index.html

URL:http://www.kicpac.org/ ※TOPページ左メニューの出版事業からCulCulを閲覧できます

❶「App Store」または「Playストア」からアプリをインストール
❷「ActiBook」アプリを立ち上げて「検索」メニューから「culcul」で検索

パソコン版

スマートフォン
・タブレット版

かるかる 検 索

北九州文化 検索

ActiBook

音
楽
の
お
国
柄
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プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
漫
画
家
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
高
い
技
量
を
持
っ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
漫
画
家
た
ち
が
口

を
そ
ろ
え
て
〝
あ
の
人
は
う
ま
い
〞

と
、
憧
れ
を
込
め
て
語
る
よ
う
な
漫

画
家
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
口
寿
史
は
、
そ
ん
な
〝
別
格
に
う

ま
い
〞
漫
画
家
の
一
人
で
す
。

　
例
え
ば
、
図
１
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

に
も
な
っ
た
代
表
作
『
ス
ト
ッ
プ
!! 

ひ
ば
り
く
ん
!
』
（
『
週
刊
少
年
ジ

ャ
ン
プ
』
連
載
、
１
９
８
１
〜
83
年
）

で
す
。
近
年
の
い
わ
ゆ
る
「
男
の
娘

（
こ
）
」
（
＝
女
装
し
た
美
少
年
）

の
先
駆
け
と
な
っ
た
作
品
で
、
右
側

の
美
少
女
ひ
ば
り
く
ん
は
実
は
少
年

な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
ひ
ば

り
く
ん
を
ど
れ
だ
け
か
わ
い
く
描
け

る
か
に
作
品
の
成
否
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
絵
を
観
察
し
て
気
付
く
の
は
、

鼻
が
極
端
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
本
来
、
鼻
筋
の
美
し
さ
は
「
美

女
」
の
必
須
要
素
で
す
。
１
９
７
０

年
代
ま
で
は
、
漫
画
の
美
少
女
も
鼻

を
し
っ
か
り
描
く
の
が
一
般
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
80
年
代
に
江
口
が
鼻

を
ど
ん
ど
ん
簡
略
化
し
て
い
っ
た
結

果
、
今
で
は
漫
画
で
美
少
女
を
描
く

手
法
と
し
て
す
っ
か
り
一
般
化
し
て

い
ま
す
。

　
〝
う
ま
い
絵
〞
と
い
う
と
、
濃
密

に
描
き
こ
ま
れ
陰
影
に
富
ん
だ
、
い

わ
ゆ
る
「
写
実
的
」
な
絵
を
連
想
し

が
ち
で
す
。
し
か
し
漫
画
は
元
々
、

略
画
的
な
表
現
を
核
と
し
て
成
立
し

た
ジ
ャ
ン
ル
。
描
き
込
み
の
う
ま
さ

以
上
に
、
省
略
の
う
ま
さ
が
厳
し
く

問
わ
れ
ま
す
。
江
口
の
場
合
、
下
描

き
を
二
度
行
う
こ
と
で
、
線
を
省
い

て
い
く
と
の
こ
と
。
最
初
に
描
く
ス

ケ
ッ
チ
は
「
い
く
つ
も
線
が
あ
っ
て
、

他
の
人
が
見
る
と
、
ど
の
線
が
正
解

か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
」
で
す

が
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
ト
レ
ー
ス

（
紙
を
重
ね
て
写
し
描
き
）
す
る
過

程
で
、
必
要
な
線
だ
け
を
拾
い
上
げ

残
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
絵
に

な
る
の
だ
と
、
江
口
は
語
っ
て
い
ま

す
（
『
季
刊
エ
ス
』
２
０
１
５
年
夏

号
掲
載
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）
。

　
そ
ん
な
江
口
寿
史
の
38
年
間
の
画

業
を
集
大
成
し
た
画
集
『K

IN
G

 
O

F PO
P

』
（
玄
光
社
）
が
刊
行
さ

漫
画
家
・
江
口
寿
史
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う
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〞
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秘
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hiroba

図１　『ストップ!!ひばりくん! コンプリート・エディション』
第３巻カバーイラスト（小学館クリエイティブ、2010年）

図３　ロイ・リキテンスタインの手法で描かれた
「ストップ!!ひばりくん!」（2011年）

©Eguchi Hisashi

れ
る
運
び
と
な
り
、
そ
れ
を
記
念
し

た
展
覧
会
を
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
す
。
最
初
の
連

載
作
に
し
て
出
世
作
で
あ
る
「
す
す

め
!!
パ
イ
レ
ー
ツ
」
（
『
週
刊
少
年

ジ
ャ
ン
プ
』
連
載
、
１
９
７
７
〜
80

年
）
を
は
じ
め
と
す
る
漫
画
原
稿
と
、

美
麗
な
イ
ラ
ス
ト
作
品
群
（
図
２
、

３
）
を
、
一
堂
に
集
め
た
大
展
覧
会

で
す
。９
月
19
日（
土
）と
20
日（
日
）

に
は
、
江
口
寿
史
本
人
が
ご
来
館
の

皆
さ
ま
の
似
顔
絵
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る

形
で
の
作
画
実
演
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
上
述
し
た
絵
の
う
ま
さ
だ
け
で

な
く
、
テ
ン
ポ
が
良
く
て
キ
レ
の
あ

る
ギ
ャ
グ
や
、
最
新
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
作

品
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ
る

お
し
ゃ
れ
さ
・
ポ
ッ
プ
感
な
ど
、
江

口
寿
史
の
魅
力
の
全
体
像
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

表　　智　之
北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

【開催期間】９月19日（土）～11月３日（火・祝）
【開館時館】午前11時～午後７時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜／ただし９月22日・11月３日は開館、
９月24日は振替休館

【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円
【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077

江口寿史展 KING OF POP
Information

図２　「2 COW GIRLS」（2015年）。アンディ・
ウォーホルがエルヴィス・プレスリーを描いたポ
スター作品のパロディ
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埋蔵財
化
文

hiroba
遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室

　
貫
城
跡
は
、
小
倉
南
区
下
貫
に
所

在
す
る
平
山
城
で
す
。
こ
の
城
は
懐

良
親
王
ゆ
か
り
の
貫
氏
の
居
城
で

す
。
築
城
者
は
勤
皇
家
と
し
て
有
名
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新
田
上
野
介
義
基
で
、
応
安
年
間

（
１
３
６
８
年
〜
75
年
）
に
城
は
築

か
れ
、
養
子
の
貫
掃
部
介
宗
景
（
懐

良
親
王
の
実
子
）
に
１
８
０
０
貫
を

与
え
て
貫
城
を
守
ら
せ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
も
貫
城
の
頂
部

に
は
、
物
見
櫓
台
跡
と
い
わ
れ
る
一

辺
30
メ
ー
ト
ル
四
方
、
高
さ
約
３
メ

ー
ト
ル
の
人
工
的
な
高
ま
り
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
応
永
五
年
（
１
３
９
８
年
）
12
月
、

大
友
氏
と
大
内
氏
の
争
乱
の
と
き
、

貫
掃
部
介
宗
景
と
長
野
修
理
大
夫
義

種
は
大
友
方
の
援
兵
と
し
て
千
余
騎

で
松
山
城
（
苅
田
町
）
を
攻
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
敵
の
待
ち
伏
せ
で
不

意
を
つ
か
れ
、
貫
・
長
野
勢
は
大
敗

し
城
へ
逃
げ
帰
っ
た
そ
う
で
す
。

　
新
田
上
野
介
義
基
が
こ
こ
に
貫
城

を
築
い
た
理
由
は
、
本
拠
地
の
馬
ヶ

岳
城
と
当
時
小
倉
に
い
た
菊
池
武
親

の
居
城
と
を
結
ぶ
重
要
な
地
点
で
あ

り
、
ま
た
田
川
郡
を
通
じ
て
太
宰

府
・
筑
後
と
南
朝
方
の
諸
城
と
連
絡

が
取
れ
る
点
を
考
え
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
。

　
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
で
は
道
路
拡

幅
に
伴
い
、
平
成
26
年
12
月
９
日
〜

25
日
ま
で
貫
城
跡
の
麓
で
発
掘
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
区
は
、
城

跡
頂
上
の
櫓
台
跡
か
ら
見
て
北
東
麓

の
谷
の
開
口
部
に
位
置
し
ま
す
。
谷

の
肩
部
に
は
人
工
的
な
段
状
の
削
平

が
見
ら
れ
、
こ
の
谷
は
城
の
濠
の
続

き
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　
主
な
遺
構
は
、
谷
の
西
肩
部
で
検

出
し
た
江
戸
時
代
の
石
組
み
井
戸
と
、

東
肩
部
で
検
出
し
た
柱
穴
群
お
よ
び

16
世
紀
の
溝
で
す
。
井
戸
の
床
面
か

ら
寛
永
通
寳
が
１
点
出
土
し
ま
し
た
。

谷
部
に
は
お
お
ま
か
に
５
層
に
分
層

で
き
る
遺
物
包
含
層
が
最
深
約
４
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ー
ト
ル
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
お
り
、

大
半
の
遺
物
は
こ
こ
か
ら
出
土
し
ま

し
た
。
遺
物
の
種
類
は
弥
生
時
代
の

土
器
、
石
器
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
、

須
恵
器
、
中
世
の
輸
入
陶
磁
や
土
師

質
土
器
、
瓦
質
土
器
、
江
戸
時
代
の

陶
器
、
染
付
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
こ
の
谷
は
本
来
、
古
墳
時
代
ご

ろ
に
形
成
さ
れ
た
自
然
の
地
形
で
あ

り
、
貫
城
の
築
城
時
に
濠
の
出
口
と

し
て
谷
の
開
口
部
を
段
状
に
成
形
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
貫
城
跡
の
範

囲
内
で
の
調
査
は
初
め
て
で
あ
り
、

城
の
存
続
時
期
と
関
連
す
る
出
土
品

な
ど
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

貫城跡の麓の調査成果
ぬきじょう ふもと

貫城跡　遠景（北から）

貫城の櫓台跡　近景（北から）

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
　北九州市を掘る（81）　埋蔵文化財速報展『古墳時代から中世の複合遺跡-菅原神社遺跡-』

常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』

『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

・ 黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）

【開催期間】８月25日（火）～12月20日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

16世紀の溝（手前白線部分）と濠の落ち込み（奥）

※

　平
ら
に
削
る
こ
と

ひ
ら
や
ま
じ
ろ

か
ね

よ
し

に
っ
た
こ
う
ず
け
の
す
け
よ
し
も
と

ぬ
き
か
も
ん
の
す
け
む
ね
か
げ

か
ん

も
の
み
や
ぐ
ら
だ
い
あ
と

し
ゅ
り
だ
い
ふ
よ
し

た
ね

よ
き

う
ま
が

た
け
じ
ょ
う

た
け
ち
か

か
く

ふ
く

ほ
り

つ
う
ほ
う

ち
ゅ
う
け
つ
ぐ
ん

は
じ
き

が
し
つ

さ
く
へい

《
参
考
文
献
》

　
廣
崎
篤
夫
『
福
岡
県
の
城
』
　

海
鳥
社
　
１
９
９
５
年



6

　
プ
ロ
と
し
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る
漫
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は
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史
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９
８
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ど
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の
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す
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、
鼻
筋
の
美
し
さ
は
「
美

女
」
の
必
須
要
素
で
す
。
１
９
７
０

年
代
ま
で
は
、
漫
画
の
美
少
女
も
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、
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図１　『ストップ!!ひばりくん! コンプリート・エディション』
第３巻カバーイラスト（小学館クリエイティブ、2010年）

図３　ロイ・リキテンスタインの手法で描かれた
「ストップ!!ひばりくん!」（2011年）

©Eguchi Hisashi
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９
７
７
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２
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を
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大
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で
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に
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の
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を
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で
の
作
画
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演
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予
定
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い
ま

す
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で

な
く
、
テ
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が
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く
て
キ
レ
の
あ
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ギ
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や
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最
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の
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ァ
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ン
や
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に
取
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入
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る
こ
と
で
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プ
感
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ど
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史
の
魅
力
の
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感
く
だ
さ
い
。

表　　智　之
北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
漫画と北九州

Tomoyuki Omote

【開催期間】９月19日（土）～11月３日（火・祝）
【開館時館】午前11時～午後７時
（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜／ただし９月22日・11月３日は開館、
９月24日は振替休館

【入館料】一般500円、中・高生300円、小学生150円
【常設展とのセット券】
一般800円、中・高生400円、小学生200円

【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　
093（512）5077

江口寿史展 KING OF POP
Information

図２　「2 COW GIRLS」（2015年）。アンディ・
ウォーホルがエルヴィス・プレスリーを描いたポ
スター作品のパロディ
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松
本
清
張
は
日
記
を
ほ
と
ん
ど
残

し
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
55
年
か
ら
数

年
間
週
刊
誌
に
連
載
し
た
『
清
張
日

記
』
で
も
、
自
分
用
の
メ
モ
を
読
者

に
分
か
る
よ
う
に
書
き
直
し
た
も
の

だ
と
前
書
き
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
作
家
・
永
井
荷
風
（
１
８
７
９
〜

１
９
５
９
年
）
が
大
正
６
年
以
来
の

日
常
を
つ
づ
っ
た
日
記
『
断
腸
亭
日

乗
』
は
、
戦
後
に
な
っ
て
発
表
さ
れ

評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
次
第
に
軍
靴

の
音
が
高
ま
り
ゆ
く
世
相
と
距
離
を

置
い
た
記
述
が
特
徴
的
で
す
が
、
日

記
の
存
在
が
官
憲
に
知
ら
れ
摘
発
さ

れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
荷
風
は
、
自
宅

で
も
下
駄
箱
に
隠
し
て
い
た
と
も
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　
清
張
も
少
な
か
ら
ず
注
目
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
作
家
と
し
て
歩
き

出
し
た
ば
か
り
の
昭
和
30
年
の
正
月
、

年
始
の
挨
拶
に
井
伏
鱒
二
を
訪
ね

「
永
井
荷
風
の
日
記
は
死
後
の
発
表

用
の
も
の
で
、
実
際
を
書
い
た
も
の

で
な
い
と
聞
き
、
お
ど
ろ（
い
た
）」

こ
と
を
後
に
記
し
て
い
ま
す
。
実
は

こ
の『
断
腸
亭
日
乗
』は
、〈
演
出
〉

や
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
と
て
も

多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
家
の
日
記
と
は
、
必
ず
し
も
あ
り

の
ま
ま
の
出
来
事
の
記
述
で
は
な
い

の
で
す
ね
。

　
『
清
張
日
記
』
に
は
注
目
し
た
い

荷
風
へ
の
言
及
が
も
う
一
つ
あ
り
ま

す
。
昭
和
55
年
の
あ
る
日
、
昭
和
12

年
当
時
、
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

荷
風
の
小
説
『
濹
東
綺
譚
』
に
つ
い

て
社
の
同
僚
と
話
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。
『
濹
東
綺

譚
』
掲
載
は
昭
和
12
年
４
月
か
ら
６

月
の
こ
と
。
国
際
情
勢
が
次
第
に
緊

迫
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新

聞
社
社
内
で
も
、
こ
ん
な
軟
派
小
説

は
時
局
に
そ
ぐ
わ
ず
け
し
か
ら
ん
、

と
い
う
批
判
意
見
も
あ
り
、
連
載
は

一
時
中
断
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
張
が
朝
日
新
聞
の
仕
事
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
年
の
10

月
で
す
か
ら
、
社
員
と
話
し
た
と
い

う
の
は
連
載
完
了
後
の
こ
と
と
な
り

ま
す
。
40
年
以
上
経
っ
て
思
い
出
し

た
と
い
う
こ
の
回
想
か
ら
は
『
濹
東

綺
譚
』
を
意
識
し
て
読
み
、
話
題
に

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

具
体
的
な
会
話
の
内
容
ま
で
は
『
清

張
日
記
』
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後

の
日
米
開
戦
時
に
は
こ
っ
そ
り
「
い

ず
れ
社
屋
の
屋
上
に
星
条
旗
が
ひ
る

が
え
る
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
話
し

合
っ
た
と
い
う
清
張
の
こ
と
、
決
し

て「
時
局
に
そ
ぐ
わ
ず
け
し
か
ら
ん
」

な
ど
と
い
う
論
調
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
荷
風
や
清
張
が
今
、
日
記

を
書
く
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
記

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
濹
東
綺
譚
』

は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
構
成
を
し
て
い

ま
す
。
主
人
公
・
大
江
は
作
家
な
の

で
す
が
、
自
宅
を
離
れ
「
家
庭
に
う

ん
ざ
り
し
た
男
・
種
田
が
人
生
を
や

り
直
し
た
い
と
考
え
、
退
職
金
を
持

っ
て
行
方
を
く
ら
ま
す
小
説『
失
踪
』

の
構
想
を
練
る
」
と
い
う
物
語
。
つ

ま
り
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
荷
風
は
大
江
や
種
田
の
行
く
末
を

明
示
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
現
実
か

ら
逃
げ
出
し
た
い
男
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
清
張
作
品
で
も
時
折
描
か
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
清
張
の
『
駅
路
』

に
登
場
す
る
小
塚
は
冷
静
に
練
っ
た

家
出
計
画
を
遂
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
偶
然
の
符
合
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
た
い
男
性
に
は
家
出
を
し
た
い

お
年
頃
が
あ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
荷
風
と
違
い
清
張
は
『
駅
路
』

で
小
塚
に
ち
ゃ
ん
と
結
末
を
与
え
ま

す
。
勝
手
に
つ
な
げ
る
な
ん
て
と
清

張
さ
ん
に
苦
笑
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
て
、
あ
な
た
は

ど
う
読
ま
れ
ま
す
か
。

松本清張『駅路』表紙(新潮文庫)
日
記
帳
の
行
間―

―

荷
風
と
清
張

文芸
hiroba 小　野　芳　美 Yoshimi Ono

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
清張アラカルト

ぼ
く
と
う
き
だ
ん

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】

一般　500円　中高生　300円
小学生　200円

【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information

5 CulCul  

記念講演会
「リトグラフィとフェルナン・ムルロ」
【日時】
10月11日（日）午後2時～同3時30分

【講師】
益田祐作 （元アトリエMMG主宰）

【会場】
北九州芸術劇場　小劇場

（リバーウォーク北九州6F）
※申込不要（先着100名）

Event

美術
hiroba 河　村　朱　音

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Akane Kawamura

　
パ
リ
の
リ
ト
グ
ラ
フ
版
画
工
房

「
ム
ル
ロ
工
房
」。工
房
を
運
営
す
る

フ
ェ
ル
ナ
ン・ム
ル
ロ
（
１
８
９
５
〜

１
９
８
８
年
）
の
元
に
、
20
世
紀
を

代
表
す
る
画
家
た
ち
が
訪
れ
、
職
人

と
の
協
同
に
よ
っ
て
工
房
か
ら
数
々

の
傑
作
が
誕
生
し
た
軌
跡
を
た
ど
り

ま
す
。

　
18
世
紀
末
に
発
明
さ
れ
た
リ
ト
グ

ラ
フ
の
技
法
は
、
19
世
紀
に
フ
ラ
ン

ス
で
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
シ
ェ
レ

を
代
表
す
る
ポ
ス
タ
ー
作
家
ら
の
活

躍
に
よ
り
、
１
８
９
０
年
代
、
パ
リ

の
街
は
華
や
か
な
色
彩
の
ポ
ス
タ
ー

に
彩
ら
れ
、
リ
ト
グ
ラ
フ
は
芸
術
表

現
の
技
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
１
９
２
１
年
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ム

ル
ロ
は
シ
ャ
ブ
ロ
ル
街
に
あ
る
父
の

リ
ト
グ
ラ
フ
印
刷
所
を
兄
ジ
ョ
ル
ジ

ュ
と
共
に
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
専
ら

広
告
や
ラ
ベ
ル
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
が

中
心
の
ム
ル
ロ
工
房
で
、
よ
り
芸
術

的
な
販
路
の
開
拓
を
考
え
て
い
た
フ

ェ
ル
ナ
ン
の
元
に
、
１
９
３
０
年
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
回

顧
展
の
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
の
依
頼
が

舞
い
込
み
ま
す
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
で

注
目
を
集
め
た
工
房
は
、
国
立
美
術

館
か
ら
ポ
ス
タ
ー
制
作
の
依
頼
が
続

き
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
最
高
峰
と
し
て

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
３
７
年
、
世
界
で
最
も

美
し
い
雑
誌
を
目
指
し
創
刊
さ
れ
た

『
ヴ
ェ
ル
ヴ
』
に
携
わ
っ
た
フ
ェ
ル

ナ
ン
は
、
出
版
人
の
テ
リ
ア
ー
ド
を

介
し
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
、

レ
ジ
ェ
、
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
ら
と
知

り
合
う
機
会
を
得
ま
す
。
工
房
は
次

第
に
、
画
家
た
ち
が
芸
術
雑
誌
や
挿

画
本
の
制
作
の
た
め
に
足
し
げ
く
通

う
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
９
４
０
年
代
に
な
る
と
、
マ
テ

ィ
ス
が
初
め
て
工
房
と
組
み
挿
画
本

を
手
が
け
、
45
年
に
ピ
カ
ソ
、
48
年

に
ミ
ロ
、
50
年
に
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
が

工
房
を
訪
れ
、
本
格
的
に
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

リ
ト
グ
ラ
フ
の
技
法
や
効
果
を
駆
使

す
る
た
め
に
は
職
人
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
画
家
は
決
ま
っ
た
職
人

と
制
作
を
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
カ
ソ

は
デ
シ
ャ
ン
ら
と
描
い
た
イ
メ
ー
ジ

を
何
度
も
解
体
、
改
変
し
な
が
ら
、

従
来
の
リ
ト
グ
ラ
フ
の
概
念
を
覆
し

て
い
き
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
は
ソ
ル
リ
エ

ら
と
千
枚
に
及
ぶ
原
版
を
費
や
し
て

鮮
や
か
な
色
彩
の
リ
ト
グ
ラ
フ
を
実

現
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
工
房
は
、

画
家
と
職
人
と
の
協
同
で
新
し
い
作

品
が
生
み
出
さ
れ
る
創
造
の
場
で
あ

り
、
芸
術
表
現
の
技
法
と
し
て
リ
ト

グ
ラ
フ
の
可
能
性
が
広
が
る
場
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
19
世
紀
末
以
来
リ

ト
グ
ラ
フ
が
再
評
価
さ
れ
、
20
世
紀

パ
リ
で
隆
盛
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
背
景
に
は
、
ム
ル
ロ
工
房
、
そ
し

て
画
家
と
職
人
を
つ
な
い
だ
フ
ェ
ル

ナ
ン
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
19
世
紀
の
ポ
ス
タ
ー

か
ら
、
ム
ル
ロ
工
房
が
手
が
け
た
20

世
紀
の
巨
匠
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
は
じ
め
、
挿
画
本
、
ポ
ス
タ

ー
、
芸
術
雑
誌
の
ほ
か
、
工
房
ゆ
か

り
の
プ
レ
ス
機
や
道
具
類
、
さ
ら
に

リ
ト
グ
ラ
フ
制
作
の
映
像
資
料
を
加

え
た
約
３
０
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

今
も
な
お
華
や
か
な
色
彩
で
魅
力
あ

ふ
れ
る
リ
ト
グ
ラ
フ
の
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

ム
ル
ロ
工
房
と
20
世
紀
の
巨
匠
た
ち

　
　
　
　
　
　

―

パ
リ
が
愛
し
た
リ
ト
グ
ラ
フ

ジュール・シェレ　《スケート場 パレ・ド・グラース／シャンゼリゼ通り》
1893年　サントリーポスターコレクション蔵（大阪新美術館建設準備室寄託）

フェルナン・レジェ　『サーカス』（pp.44-45）　
1950年刊　うらわ美術館蔵

アンリ・マティス　《草木》『ヴェルヴ』（第9巻第35-36号）　
1958年夏　神奈川県立近代美術館（山口蓬春文庫）蔵

Information

【会場】北九州市立美術館 分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】9月19日（土）～11月3日（火・祝）※ただし10月13日（火）は休館
【開館時間】午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000（800）円　高大生600（400）円　小中生400（300）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。障害者手帳提示の方は無料。

【お問合せ】093(562)3215

ムルロ工房と20世紀の巨匠たち―パリが愛したリトグラフ

2015.September
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松
本
清
張
は
日
記
を
ほ
と
ん
ど
残

し
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
55
年
か
ら
数

年
間
週
刊
誌
に
連
載
し
た
『
清
張
日

記
』
で
も
、
自
分
用
の
メ
モ
を
読
者

に
分
か
る
よ
う
に
書
き
直
し
た
も
の

だ
と
前
書
き
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
作
家
・
永
井
荷
風
（
１
８
７
９
〜

１
９
５
９
年
）
が
大
正
６
年
以
来
の

日
常
を
つ
づ
っ
た
日
記
『
断
腸
亭
日

乗
』
は
、
戦
後
に
な
っ
て
発
表
さ
れ

評
判
を
呼
び
ま
し
た
。
次
第
に
軍
靴

の
音
が
高
ま
り
ゆ
く
世
相
と
距
離
を

置
い
た
記
述
が
特
徴
的
で
す
が
、
日

記
の
存
在
が
官
憲
に
知
ら
れ
摘
発
さ

れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
荷
風
は
、
自
宅

で
も
下
駄
箱
に
隠
し
て
い
た
と
も
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　
清
張
も
少
な
か
ら
ず
注
目
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
作
家
と
し
て
歩
き

出
し
た
ば
か
り
の
昭
和
30
年
の
正
月
、

年
始
の
挨
拶
に
井
伏
鱒
二
を
訪
ね

「
永
井
荷
風
の
日
記
は
死
後
の
発
表

用
の
も
の
で
、
実
際
を
書
い
た
も
の

で
な
い
と
聞
き
、
お
ど
ろ（
い
た
）」

こ
と
を
後
に
記
し
て
い
ま
す
。
実
は

こ
の『
断
腸
亭
日
乗
』は
、〈
演
出
〉

や
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
と
て
も

多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

作
家
の
日
記
と
は
、
必
ず
し
も
あ
り

の
ま
ま
の
出
来
事
の
記
述
で
は
な
い

の
で
す
ね
。

　
『
清
張
日
記
』
に
は
注
目
し
た
い

荷
風
へ
の
言
及
が
も
う
一
つ
あ
り
ま

す
。
昭
和
55
年
の
あ
る
日
、
昭
和
12

年
当
時
、
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た

荷
風
の
小
説
『
濹
東
綺
譚
』
に
つ
い

て
社
の
同
僚
と
話
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。
『
濹
東
綺

譚
』
掲
載
は
昭
和
12
年
４
月
か
ら
６

月
の
こ
と
。
国
際
情
勢
が
次
第
に
緊

迫
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新

聞
社
社
内
で
も
、
こ
ん
な
軟
派
小
説

は
時
局
に
そ
ぐ
わ
ず
け
し
か
ら
ん
、

と
い
う
批
判
意
見
も
あ
り
、
連
載
は

一
時
中
断
も
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
張
が
朝
日
新
聞
の
仕
事
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
年
の
10

月
で
す
か
ら
、
社
員
と
話
し
た
と
い

う
の
は
連
載
完
了
後
の
こ
と
と
な
り

ま
す
。
40
年
以
上
経
っ
て
思
い
出
し

た
と
い
う
こ
の
回
想
か
ら
は
『
濹
東

綺
譚
』
を
意
識
し
て
読
み
、
話
題
に

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

具
体
的
な
会
話
の
内
容
ま
で
は
『
清

張
日
記
』
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
後

の
日
米
開
戦
時
に
は
こ
っ
そ
り
「
い

ず
れ
社
屋
の
屋
上
に
星
条
旗
が
ひ
る

が
え
る
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
話
し

合
っ
た
と
い
う
清
張
の
こ
と
、
決
し

て「
時
局
に
そ
ぐ
わ
ず
け
し
か
ら
ん
」

な
ど
と
い
う
論
調
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
荷
風
や
清
張
が
今
、
日
記

を
書
く
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
記

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
濹
東
綺
譚
』

は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
構
成
を
し
て
い

ま
す
。
主
人
公
・
大
江
は
作
家
な
の

で
す
が
、
自
宅
を
離
れ
「
家
庭
に
う

ん
ざ
り
し
た
男
・
種
田
が
人
生
を
や

り
直
し
た
い
と
考
え
、
退
職
金
を
持

っ
て
行
方
を
く
ら
ま
す
小
説『
失
踪
』

の
構
想
を
練
る
」
と
い
う
物
語
。
つ

ま
り
入
れ
子
構
造
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
荷
風
は
大
江
や
種
田
の
行
く
末
を

明
示
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
現
実
か

ら
逃
げ
出
し
た
い
男
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
清
張
作
品
で
も
時
折
描
か
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
清
張
の
『
駅
路
』

に
登
場
す
る
小
塚
は
冷
静
に
練
っ
た

家
出
計
画
を
遂
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
偶
然
の
符
合
で
し
ょ
う
か
。

い
っ
た
い
男
性
に
は
家
出
を
し
た
い

お
年
頃
が
あ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
。
荷
風
と
違
い
清
張
は
『
駅
路
』

で
小
塚
に
ち
ゃ
ん
と
結
末
を
与
え
ま

す
。
勝
手
に
つ
な
げ
る
な
ん
て
と
清

張
さ
ん
に
苦
笑
さ
れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
て
、
あ
な
た
は

ど
う
読
ま
れ
ま
す
か
。

松本清張『駅路』表紙(新潮文庫)
日
記
帳
の
行
間―

―

荷
風
と
清
張

文芸
hiroba 小　野　芳　美 Yoshimi Ono

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
清張アラカルト

ぼ
く
と
う
き
だ
ん

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【常設展観覧料】

【お問合せ】

一般　500円　中高生　300円
小学生　200円

【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）

Information
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29 北九州芸術劇場

100万人に届け！  ダンスダイブ！

【会場】北九州芸術劇場　小劇場ほか
【会期】9月5日（土）～20日（日）
【プログラム一覧】
9月5日～6日　DANCE20min.
9月9日～13日　大植真太郎ワークショップ
9月13日　フラッシュモブ「モブればあなたもドロップシャワー！」
9月18日～20日　夕暮れダンス「野外角打ち。ちょいとごめんよ、じゃまするよ。」
9月19日～20日　ショーケース
※12月12日～13日　関連企画　大植真太郎×森山未來×平原慎太郎「談ス」
【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655
※チケット料金など詳細は北九州芸術劇場ホームページ、またはダンスダ
イブウィークFacebookにて。

ダンスダイブウィーク
Information

大植真太郎×森山未來×平原慎太郎「談ス」

ショーケース（写真左上から時計回り／モモンガ・コンプレ
ックス、KENTARO!!、カンパニーデラシネラ、んまつーポス）

©北川姉妹©北川姉妹

©Ayano So ©Ayano So ©Yosiaki Yamamoto©Yosiaki Yamamoto

©Cordula Treml©Cordula Treml

夕暮れダンス　昨年の実施風景
会場全体を巻き込む圧巻のパフォーマンス

村　松　　薫舞台事業課 Kaoru Muramatsu

「ダンスダイブウィーク」

多
様
な
ダ
ン
ス
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込

ん
だ
ダ
ン
ス
の
祭
典
「
ダ
ン
ス
ダ
イ

ブ
ウ
ィ
ー
ク
」が
今
年
も
ス
タ
ー
ト
！

　
９
月
５
日
〜
20
日
、
多
種
多
様
な

五
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３
週
間
に
詰

め
込
ん
だ
「
ダ
ン
ス
ダ
イ
ブ
ウ
ィ
ー

ク
」
を
開
催
す
る
。
〝
ダ
ン
ス
ダ
イ

ブ
〞
に
は
、
初
め
て
ダ
ン
ス
に
触
れ

る
人
がdive

（
＝
飛
び
込
む
）
で

き
る
よ
う
に
、
ダ
ン
ス
を
も
っ
と
楽

し
み
た
い
人
がdive

（
＝
深
く
潜

る
）
で
き
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
願
い

を
込
め
て
い
る
。
３
年
目
を
迎
え
た

今
年
も
、
観
た
り
、
踊
っ
た
り
、
遭

遇
し
た
り
、
飲
ん
だ
り
（
！
）
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
ダ
ン
ス
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
幕
開
け
の
「D

A
N

C
E20m

in.

」

は
全
国
か
ら
北
九
州
で
踊
っ
て
み
た

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
集
ま
り
、
20
分

以
内
の
小
作
品
を
発
表
す
る
。
会
場

は
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
街
な
か
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
料
金
は
ワ
ン
コ
イ
ン

と
、
踊
る
人
も
観
る
人
も
気
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
お
手
頃
な
公
演
だ
。

　
「
大
植
真
太
郎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
10
代
の
こ
ろ
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

現
在
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
拠
点
に
世

界
中
で
活
躍
す
る
大
植
が
、
地
元
の

若
手
ダ
ン
サ
ー
と
共
に
ダ
ン
ス
作
品

を
創
作
し
、
野
外
で
ゲ
リ
ラ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
。
小
倉
の

街
の
ど
こ
か
で
突
如
踊
り
だ
す
彼
ら

に
ぜ
ひ
と
も
遭
遇
し
て
ほ
し
い
。

　
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
で
は
、
国
内

外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ダ
ン
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
が
集
結
。
ダ
ン
ス
と
一
口

に
言
っ
て
も
そ
の
表
現
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
モ
モ
ン
ガ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
、K

EN
T

A
R

O
!!

、
ん
ま
つ
ー

ポ
ス
、
カ
ン
パ
ニ
ー
デ
ラ
シ
ネ
ラ
の

４
団
体
は
全
く
趣
向
の
異
な
る
も
の

ば
か
り
を
そ
ろ
え
た
、
劇
場
が
自
信

を
持
っ
て
届
け
た
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

身
体
で
表
現
で
き
る
こ
と
の
可
能
性

を
あ
っ
と
驚
き
な
が
ら
観
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
飲
ん
で
踊
っ
て
と
に
か
く

盛
り
上
が
る
の
が
「
夕
暮
れ
ダ
ン
ス 

野
外
角
打
ち
。
ち
ょ
い
と
ご
め
ん
よ
、

じ
ゃ
ま
す
る
よ
。
」
。
北
九
州
名
物

「
角
打
ち
」
に
ダ
ン
ス
の
ワ
ク
ワ
ク

を
掛
け
合
わ
せ
た
人
気
企
画
だ
。
今

年
は
勝
山
橋
に
特
設
角
打
ち
を
出
店

し
、
な
に
わ
の
コ
リ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー

し
げ
や
ん
こ
と
北
村
成
美
が
、
公
募

で
集
ま
っ
た
「
赤
シ
ャ
ツ
ダ
ン
サ
ー

ズ
」
と
一
緒
に
店
内
を
ダ
ン
ス
で
盛

り
上
げ
る
。
ダ
ン
サ
ー
も
お
客
さ
ん

も
全
員
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
り
だ
す
様
子

に
は
、
人
間
に
踊
り
た
い
本
能
が
備

わ
っ
て
い
る
と
実
感
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

　
ダ
ン
ス
ダ
イ
ブ
ウ
ィ
ー
ク
は
、
あ

な
た
が
ま
だ
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い

ダ
ン
ス
を
両
手
に
広
げ
て
待
っ
て
い

る
。
ど
う
か
思
い
切
っ
て
ダ
ン
ス
の

海
に
ダ
イ
ブ
し
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
だ
ま
だ
続
く
、
ダ
イ
ブ
し
た
く
な

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

　
思
わ
ず
ダ
イ
ブ
し
た
く
な
る
珠
玉

の
公
演
は
12
月
ま
で
続
く
。
10
月
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
バ
ッ
ト
シ
ェ
バ
舞
踊

団
が
九
州
初
登
場
、
世
界
最
高
峰
の

振
付
家
オ
ハ
ッ
ド
・
ナ
ハ
リ
ン
の

「D
ECAD

AN
CE‐

デ
カ
ダ
ン
ス
」

は
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
垂
ぜ
ん
の
１
作
。

そ
し
て
12
月
に
登
場
す
る
の
は
大
植

真
太
郎×

森
山
未
來×

平
原
慎
太
郎

「
談
ス
」
。
汗
と
笑
い
と
チ
ョ
ー
ク

に
ま
み
れ
た
男
た
ち
の
肉
体
、
そ
し

て
１
年
間
の
イ
ス
ラ
エ
ル
滞
在
を
経

て
表
現
に
ま
す
ま
す
磨
き
の
か
か
る

森
山
未
來
に
注
目
し
た
い
。

か
ら
だ

©Matron
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

激戦・劇戦

　
先
日「
北
九
州
劇
団
代
表
者
会
議
」

に
て
、
お
互
い
の
活
動
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
８
月
以
降
の
北
九
州

の
演
劇
公
演
を
書
き
出
し
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
持
っ
て
い
る
情
報
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
書
い
て
い
く
と
、
特
に
８
月

と
10
月
の
週
末
は
、
ほ
ぼ
毎
週
ど
こ

か
で
演
劇
公
演
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
が
分
か
っ
た
。

　
８
月
１
日
・
２
日
に
は
若
松
区
の

旧
古
河
鉱
業
若
松
ビ
ル
に
て
、
「
劇

団
Ｃ
４
」
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

『
き
れ
い
な
ス
ー
プ
の
作
り
方
〜

向
日
葵
の
雫
　
只
今
準
備
中
〜
』

（
作
・
演
出
：
大
福
悟
）
を
行
っ
た
。

本
公
演
の
前
に
、
物
語
の
前
日
談
や

ス
ピ
ン
オ
フ
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
、

観
客
の
期
待
感
を
刺
激
す
る
と
い
う

手
法
は
す
っ
か
り
こ
の
劇
団
の
お
家

芸
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
日
、
小
倉

北
区
の
カ
フ
ェ
、G

A
L

L
E

R
Y 

SO
A

P

で
は
「
ス
ー
プ
」
が
第
２
回

公
演
『
な
ん
だ
っ
た
の
。
』
（
作
：

五
郎
丸
ミ
ド
リ
／
演
出:

渡
辺
明
男

〈
バ
カ
ボ
ン
ド
座
〉
）
を
上
演
。
全

く
の
偶
然
ら
し
い
が
、
〝
ス
ー
プ
〞

つ
な
が
り
の
週
末
と
な
っ
た
。

　
翌
週
、
８
月
７
日
〜
９
日
、
演
劇

ユ
ニ
ッ
ト
「
ワ
ン
チ
ャ
ン
あ
る
で
！
」

が
『
パ
ン
ツ
の
は
き
か
た
』
（
作
・

演
出
：
脇
内
ま
つ
げ
）
を
上
演
。

　
ま
た
８
月
29
日
・
30
日
、
「
演
劇

ユ
ニ
ッ
ト
さ
か
な
公
団
」
の
鵜
飼
秋

子
が
、
北
九
州
芸
術
劇
場
の
企
画
と

し
て
作
、
演
出
を
行
っ
た
『
女
性
の

眼
と
句
で
綴
る
演
劇
「
花
、盛
ル
。」』

が
上
演
さ
れ
る
。
「
演
劇
関
係
い
す

と
校
舎
」
「
飛
ぶ
劇
場
」
「
劇
団
Ｃ

４
」
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
部
」
「
空
中
列

車
」の
俳
優
を
起
用
し
た
〝
豪
華
な
〞

公
演
で
あ
る
。

　
９
月
に
は
大
き
な
動
き
は
な
く
、

10
月
に
再
び
各
劇
団
が
動
き
出
す
。

　
私
事
な
が
ら
、
10
月
３
日
・
４
日

に
「
大
猫
座
」
が
枝
光
本
町
商
店
街

ア
イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
に
て
『
や
が
て

小
さ
なPlant

』
（
作
・
演
出
：
大

塚
恵
美
子
）
を
上
演
す
る
予
定
だ
。

次
の
週
、
10
月
10
日
〜
12
日
に
は
、

劇
団
Ｃ
４
が
第
21
回
公
演
『
向
日
葵

の
雫
』
（
作
・
演
出
：
大
福
悟
）
を

旧
古
河
鉱
業
若
松
ビ
ル
に
て
上
演
。

　
10
月
17
日
・
18
日
に
は
「
バ
カ
ボ

ン
ド
座
」
が
第
５
回
公
演
『
い
い
か

げ
ん
振
り
込
ん
で
』
（
作
・
演
出
：

渡
辺
明
男
）
を
枝
光
本
町
商
店
街
ア

イ
ア
ン
シ
ア
タ
ー
に
て
上
演
。

　
11
月
に
は
「
青
春
座
」
「
超
人
気

族
」
「
飛
ぶ
劇
場
」
「
演
劇
関
係
い

す
と
校
舎
」
の
公
演
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
、

公
式
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
を
書
き
連
ね
た
の
で
、
実
際

の
公
演
数
は
も
っ
と
多
く
な
る
だ
ろ

う
。
劇
団
と
カ
フ
ェ
共
催
で
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
の
企
画
も
ち
ら
ち
ら

と
耳
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た

「
北
九
州
劇
団
代
表
者
会
議
」
主
催

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
も
あ
り
、
北
九
州

の
演
劇
界
は
実
に
に
ぎ
や
か
だ
。

　
「
あ
と
は
観
客
だ
ね
」
と
、
会
議

中
に
、
あ
る
劇
団
の
代
表
が
つ
ぶ
や

い
た
。
確
か
に
そ
う
で
あ
る
。
劇
団

が
元
気
に
な
っ
て
、
公
演
数
が
た
く

さ
ん
増
え
た
と
し
て
も
、
観
客
数
が

伸
び
な
い
、
あ
る
い
は
、
観
客
が
身

内
の
み
で
固
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
状
況
で
は
、
本
当
に
胸
を
張
っ
て

「
北
九
州
は
演
劇
が
盛
ん
な
街
で
す
」

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
実
際
、
ど
こ
の
劇
団
の
客
層
も
、

劇
団
関
係
者
の
家
族
や
親
戚
や
友
人

が
中
心
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
有
名

演
出
家
や
有
名
俳
優
を
起
用
し
た
商

業
ベ
ー
ス
の
作
品
で
も
な
い
限
り
、

日
本
全
国
、
状
況
は
同
じ
な
の
だ
が
）
。

そ
の
上
に
、
ど
れ
だ
け
新
規
の
観
客

層
を
積
み
上
げ
ら
れ
る
か
が
勝
負
ど

こ
ろ
。
情
報
宣
伝
の
量
で
迫
る
か
、

作
品
の
魅
力
で
押
し
切
る
か
。
劇
団

の
体
力
が
問
わ
れ
る
部
分
で
も
あ
る
。

　
演
劇
が
盛
ん
な
シ
ー
ズ
ン
は
、
水

面
下
で
、
あ
る
意
味
「
劇
的
」
な
戦

い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
、

そ
の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
た
め
に
、

い
ざ
、
劇
場
へ
。

つ
づ

バカボンド座
『いいかげん振り込んで』チラシ 演劇ユニット ワンチャンあるで!

『パンツのはきかた』チラシ

劇団C4『きれいなスープの作り方
～向日葵の雫 只今準備中～』チラシ
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29 北九州芸術劇場

100万人に届け！  ダンスダイブ！

【会場】北九州芸術劇場　小劇場ほか
【会期】9月5日（土）～20日（日）
【プログラム一覧】
9月5日～6日　DANCE20min.
9月9日～13日　大植真太郎ワークショップ
9月13日　フラッシュモブ「モブればあなたもドロップシャワー！」
9月18日～20日　夕暮れダンス「野外角打ち。ちょいとごめんよ、じゃまするよ。」
9月19日～20日　ショーケース
※12月12日～13日　関連企画　大植真太郎×森山未來×平原慎太郎「談ス」
【お問合せ】北九州芸術劇場　093（562）2655
※チケット料金など詳細は北九州芸術劇場ホームページ、またはダンスダ
イブウィークFacebookにて。

ダンスダイブウィーク
Information

大植真太郎×森山未來×平原慎太郎「談ス」

ショーケース（写真左上から時計回り／モモンガ・コンプレ
ックス、KENTARO!!、カンパニーデラシネラ、んまつーポス）

©北川姉妹©北川姉妹

©Ayano So ©Ayano So ©Yosiaki Yamamoto©Yosiaki Yamamoto

©Cordula Treml©Cordula Treml

夕暮れダンス　昨年の実施風景
会場全体を巻き込む圧巻のパフォーマンス

村　松　　薫舞台事業課 Kaoru Muramatsu

「ダンスダイブウィーク」

多
様
な
ダ
ン
ス
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め
込

ん
だ
ダ
ン
ス
の
祭
典
「
ダ
ン
ス
ダ
イ

ブ
ウ
ィ
ー
ク
」が
今
年
も
ス
タ
ー
ト
！

　
９
月
５
日
〜
20
日
、
多
種
多
様
な

五
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３
週
間
に
詰

め
込
ん
だ
「
ダ
ン
ス
ダ
イ
ブ
ウ
ィ
ー

ク
」
を
開
催
す
る
。
〝
ダ
ン
ス
ダ
イ

ブ
〞
に
は
、
初
め
て
ダ
ン
ス
に
触
れ

る
人
がdive

（
＝
飛
び
込
む
）
で

き
る
よ
う
に
、
ダ
ン
ス
を
も
っ
と
楽

し
み
た
い
人
がdive

（
＝
深
く
潜

る
）
で
き
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
願
い

を
込
め
て
い
る
。
３
年
目
を
迎
え
た

今
年
も
、
観
た
り
、
踊
っ
た
り
、
遭

遇
し
た
り
、
飲
ん
だ
り
（
！
）
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
ダ
ン
ス
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
幕
開
け
の
「D

A
N

C
E20m

in.

」

は
全
国
か
ら
北
九
州
で
踊
っ
て
み
た

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
集
ま
り
、
20
分

以
内
の
小
作
品
を
発
表
す
る
。
会
場

は
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
街
な
か
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
料
金
は
ワ
ン
コ
イ
ン

と
、
踊
る
人
も
観
る
人
も
気
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
お
手
頃
な
公
演
だ
。

　
「
大
植
真
太
郎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
10
代
の
こ
ろ
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し

現
在
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
拠
点
に
世

界
中
で
活
躍
す
る
大
植
が
、
地
元
の

若
手
ダ
ン
サ
ー
と
共
に
ダ
ン
ス
作
品

を
創
作
し
、
野
外
で
ゲ
リ
ラ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
。
小
倉
の

街
の
ど
こ
か
で
突
如
踊
り
だ
す
彼
ら

に
ぜ
ひ
と
も
遭
遇
し
て
ほ
し
い
。

　
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
で
は
、
国
内

外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ダ
ン
ス
カ

ン
パ
ニ
ー
が
集
結
。
ダ
ン
ス
と
一
口

に
言
っ
て
も
そ
の
表
現
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
モ
モ
ン
ガ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
、K

EN
T

A
R

O
!!

、
ん
ま
つ
ー

ポ
ス
、
カ
ン
パ
ニ
ー
デ
ラ
シ
ネ
ラ
の

４
団
体
は
全
く
趣
向
の
異
な
る
も
の

ば
か
り
を
そ
ろ
え
た
、
劇
場
が
自
信

を
持
っ
て
届
け
た
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

身
体
で
表
現
で
き
る
こ
と
の
可
能
性

を
あ
っ
と
驚
き
な
が
ら
観
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
飲
ん
で
踊
っ
て
と
に
か
く

盛
り
上
が
る
の
が
「
夕
暮
れ
ダ
ン
ス 

野
外
角
打
ち
。
ち
ょ
い
と
ご
め
ん
よ
、

じ
ゃ
ま
す
る
よ
。
」
。
北
九
州
名
物

「
角
打
ち
」
に
ダ
ン
ス
の
ワ
ク
ワ
ク

を
掛
け
合
わ
せ
た
人
気
企
画
だ
。
今

年
は
勝
山
橋
に
特
設
角
打
ち
を
出
店

し
、
な
に
わ
の
コ
リ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー

し
げ
や
ん
こ
と
北
村
成
美
が
、
公
募

で
集
ま
っ
た
「
赤
シ
ャ
ツ
ダ
ン
サ
ー

ズ
」
と
一
緒
に
店
内
を
ダ
ン
ス
で
盛

り
上
げ
る
。
ダ
ン
サ
ー
も
お
客
さ
ん

も
全
員
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
り
だ
す
様
子

に
は
、
人
間
に
踊
り
た
い
本
能
が
備

わ
っ
て
い
る
と
実
感
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

　
ダ
ン
ス
ダ
イ
ブ
ウ
ィ
ー
ク
は
、
あ

な
た
が
ま
だ
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い

ダ
ン
ス
を
両
手
に
広
げ
て
待
っ
て
い

る
。
ど
う
か
思
い
切
っ
て
ダ
ン
ス
の

海
に
ダ
イ
ブ
し
て
み
て
ほ
し
い
。

ま
だ
ま
だ
続
く
、
ダ
イ
ブ
し
た
く
な

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

　
思
わ
ず
ダ
イ
ブ
し
た
く
な
る
珠
玉

の
公
演
は
12
月
ま
で
続
く
。
10
月
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
バ
ッ
ト
シ
ェ
バ
舞
踊

団
が
九
州
初
登
場
、
世
界
最
高
峰
の

振
付
家
オ
ハ
ッ
ド
・
ナ
ハ
リ
ン
の

「D
ECAD

AN
CE‐

デ
カ
ダ
ン
ス
」

は
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
垂
ぜ
ん
の
１
作
。

そ
し
て
12
月
に
登
場
す
る
の
は
大
植

真
太
郎×

森
山
未
來×

平
原
慎
太
郎

「
談
ス
」
。
汗
と
笑
い
と
チ
ョ
ー
ク

に
ま
み
れ
た
男
た
ち
の
肉
体
、
そ
し

て
１
年
間
の
イ
ス
ラ
エ
ル
滞
在
を
経

て
表
現
に
ま
す
ま
す
磨
き
の
か
か
る

森
山
未
來
に
注
目
し
た
い
。

か
ら
だ

©Matron



かるかるCulCul

特集
北九州芸術劇場
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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